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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録可能な光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録される同期データと相互に
一致しないように再生専用光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録された同期デ
ータ、または前記記録可能な光ディスクのアドレスユニットに記録されるフラグビットに
代えて前記再生専用光ディスクのアドレスユニットに記録される、前記再生専用光ディス
クの内周を基準にして現在位置を検出するためのディスク半径情報を使用してデータが暗
号化され、前記暗号化されたデータは不連続な記録フォーマットに従ってデータ記録領域
に記録され、
　前記不連続な記録フォーマットは前記記録可能な光ディスクの不連続な記録フォーマッ
トに対応することを特徴とする再生専用光ディスク。
【請求項２】
　前記不連続なフォーマットは、複数のデータブロックを含み、各データブロックはヘッ
ド部分、メインデータ部分、テール部分を有し、前記メインデータ部分はヘッド部分とテ
ール部分により前後に挟まれていることを特徴とする請求項１記載の再生専用光ディスク
。
【請求項３】
　前記再生専用光ディスクは、再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）であり、前
記再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）に記録された前記同期データの順序は再
記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の同期データの順序とは異なることを特徴
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とする請求項１記載の再生専用光ディスク。
【請求項４】
　前記データが記録されるデータ記録領域のアドレスユニットには、ディスク内周から対
応する位置までのディスク半径情報が含まれて記録されていることを特徴とする請求項１
記載の再生専用光ディスク。
【請求項５】
　再生専用光ディスク上でデータを暗号化し、前記暗号化されたデータを記録する方法で
あって、
　記録可能な光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録される同期データと相互に
一致しないように前記再生専用光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録された同
期データ、または前記記録可能な光ディスクのアドレスユニットに記録されるフラグビッ
トに代えて前記再生専用光ディスクのアドレスユニットに記録される、前記再生専用光デ
ィスクの内周を基準にして現在位置を検出するためのディスク半径情報を使用してデータ
を暗号化する１段階と、
　前記暗号化したデータを不連続な記録フォーマットに従ってデータ記録領域に記録する
２段階とを含み、
　前記不連続な記録フォーマットは前記記録可能な光ディスクの不連続な記録フォーマッ
トに対応することを特徴とする方法。
【請求項６】
　前記１段階は、前記データが記録される直前の記録領域に記録された同期データを基に
して暗号化することを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記不連続なフォーマットは、複数のデータブロックを含み、各データブロックはヘッ
ド部分、メインデータ部分、テール部分を有し、前記メインデータ部分はヘッド部分とテ
ール部分により前後に挟まれていることを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項８】
　前記１段階は、前記アドレスユニット番号の全部または一部のみを利用して、データを
暗号化することを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項９】
　前記ディスク半径情報は、ディスクの内周から対応する位置までの離隔距離であって、
アドレスユニット内に記録されることを特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項１０】
　前記再生専用光ディスクは、再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）であり、前
記２段階は、再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）に対応する不連続な記録フ
ォーマットに従って、前記再生専用光ディスクに前記暗号化したデータを記録することを
特徴とする請求項５記載の方法。
【請求項１１】
　記録可能な光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録される同期データと相互に
一致しないように再生専用光ディスクのヘッド部分またはテール部分に記録された同期デ
ータ、または前記記録可能な光ディスクのアドレスユニットに記録されるフラグビットに
代えて前記再生専用光ディスクのアドレスユニットに記録される、前記再生専用光ディス
クの内周を基準にして現在位置を検出するためのディスク半径情報を探索して読み出す１
段階と、
　前記同期データ、および前記ディスク半径情報の中からデータの暗号化に用いられたも
のと対応するものを用いて、データを解読する２段階と、
　その解読したデータを元の信号にデコーディングして再生信号処理する３段階と、
を含み、
　前記暗号化されたデータは前記記録可能な光ディスクの不連続な記録フォーマットに対
応する不連続な記録フォーマットに従ってデータ記録領域に記録されることを特徴とする
再生専用光ディスクの暗号化データ再生方法。
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【請求項１２】
　前記１段階は、前記データが記録される直前の前記データ記録領域に記録された同期デ
ータを探索して読み出すことによって実行されることを特徴とする請求項１１記載の再生
専用光ディスクの暗号化データ再生方法。
【請求項１３】
　前記２段階は、前記同期データが前記データ記録領域に記録された直後に記録された前
記暗号化データを、読み出した同期データを基にして、事前に設定された暗号化方式に対
応する方式で解読することによって実行されることを特徴とする請求項１１記載の再生専
用光ディスクの暗号化データ再生方法。
【請求項１４】
　前記不連続なフォーマットは、複数のデータブロックを含み、各データブロックはヘッ
ド部分、メインデータ部分、テール部分を有し、前記メインデータ部分はヘッド部分とテ
ール部分により前後に挟まれていることを特徴とする請求項１１記載の再生専用光ディス
クの暗号化データ再生方法。
【請求項１５】
　前記２段階は、前記読み出したアドレスユニット番号の全部または一部のみを利用して
、事前に設定された暗号化方式に対応する方式で解読することによって実行されることを
特徴とする請求項１１記載の再生専用光ディスクの暗号化データ再生方法。
【請求項１６】
　前記２段階は、前記読み出したディスク半径情報を利用して、事前に設定された暗号化
方式に対応する方式で解読することによって実行されることを特徴とする請求項１１記載
の再生専用光ディスクの暗号化データ再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データを再生できる高密度光ディスクと、その光ディスクへの暗号化記録方
法及び光ディスクからの再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なＣＤに比べて長時間の高画質ビデオデータ及びオーディオデータを格納できる
大容量の光ディスクであるＤＶＤが開発され市場に発表されて、広く普及して使われてい
る。ＤＶＤの種類には、再生専用のＤＶＤ－ＲＯＭ、１回記録可能なＤＶＤ－Ｒ、そして
再記録可能なＤＶＤ－ＲＡＭまたはＤＶＤ－ＲＷ（ＤＶＤ－Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ）など
がある。
【０００３】
　一方、最近では高密度再記録可能光ディスク、例えば高密度再記録可能なブルーレイデ
ィスク（ＢＤ－ＲＥ：Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅｗｒｉｔａｂｌｅ）に対する具体
的な規格化作業が関連企業等間で論議されている。以下、ＢＤ－ＲＥについて詳細に説明
する。
【０００４】
　図１は、高密度再記録可能光ディスク、例えばＢＤ－ＲＥの記録ユニットブロック（Ｒ
ＵＢ：Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｕｎｉｔ　Ｂｌｏｃｋ）を示したものである。ＢＤ－ＲＥ　
１００には、ランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域、物理的クラスタ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｌ
ｕｓｔｅｒ）領域、ランアウト（Ｒｕｎ－ｏｕｔ）領域、第３ガード（Ｇｕａｒｄ_３）
領域で構成される一つの記録ユニットブロック（ＲＵＢ）が記録される。また、ランイン
領域、物理的クラスタ領域、ランアウト領域が２個以上繰り返されると共に、最終部分に
第３ガード（Ｇｕａｒｄ_３）領域が構成されるシーケンスの記録ユニットブロック（Ｒ
ＵＢ）として記録されることもある。
【０００５】
　ランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域は、図２に示したように、第１ガード（Ｇｕａｒｄ_１
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）領域とプリアンブル領域（ＰｒＡ：Ｐｒｅａｍｂｌｅ）を含む。プリアンブル領域には
、第１同期データ（Ｓｙｎｃ_１）と第２同期データ（Ｓｙｎｃ_２）を含み、第１同期デ
ータと第２同期データは、２４ビットの同期ボディー（Ｓｙｎｃ　ｂｏｄｙ）と６ビット
の同期ＩＤ（Ｓｙｎｃ　ＩＤ）で構成される。
【０００６】
　これらの第１及び第２同期データは、異なる固有の同期ＩＤによりそれぞれ区別される
。例えば第１同期データには、'０００　１００'の値を有する同期ＩＤが記録され、第２
同期データには、'０１０　０００'の値を有する同期ＩＤが記録される。
【０００７】
　また、ランアウト（Ｒｕｎ－ｏｕｔ）領域は、図３に示したように、ポストアンブル（
ＰｏＡ：Ｐｏｓｔａｍｂｌｅ）領域と第２ガード（Ｇｕａｒｄ_２）領域で構成されてい
る。ポストアンブル（ＰｏＡ）領域には、第３同期データ（Ｓｙｎｃ_３）が含まれてい
る。第３同期データは、２４ビットの同期ボディーと６ビットの同期ＩＤで構成される。
第１及び第２同期データに含めて記録された同期ＩＤは異なる６ビットの同期ＩＤ、例え
ば'０００　００１'の値を有する固有の同期ＩＤが記録される。
【０００８】
　したがって、物理的クラスタ領域に記録されるビデオ及びオーディオデータは、ランイ
ン領域及びランアウト領域に記録された同期データを基にして同期されて読み出された後
、ＭＰＥＧデコーダーのような再生信号処理部によって元のビデオ及びオーディオ信号と
して再生され、出力される。
【０００９】
　一方、物理的クラスタ領域には、図４に示したように、動画像のビデオ及びオーディオ
データのようなデータストリーム、フレーム同期（Ｓｙｎｃ）、ロング・ディスタンス（
ＬＤＣ：Ｌｏｎｇ　Ｄｉｓｔａｎｃｅ）エラー訂正コード、バーストインジケーターサブ
コード（ＢＩＳ：Ｂｕｒｓｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｓｕｂ－ｃｏｄｅ）、そしてアドレ
スユニット（ＡＵ：ＡｄｄｒｅｓｓＵｎｉｔ）が記録される。
【００１０】
　ロング・ディスタンス（ＬＤＣ）エラー訂正コード及びバーストインジケーターサブコ
ード（ＢＩＳ）は広く知られたリードソロモン（Ｒｅｅｄ－Ｓｏｌｏｍｏｎ）コードワー
ドで記録されてエラー訂正などに使われる。アドレスユニット（ＡＵ）はデータの記録位
置を正確に探索するのに使われる。また、図５に示したように、物理的クラスタは１６個
のアドレスユニット（ＡＵ０～１５）を含み、９バイトのアドレスユニットはアドレスユ
ニット番号（ＡＵＮ：ＡＵ　Ｎｕｍｂｅｒ）とフラグビット（Ｆｌａｇ　ｂｉｔｓ）を記
録する。フラグビットは予備領域であり、'００ｈ'に設定される。
【００１１】
　また、アドレスユニット番号（ＡＵＮ）は、図６に示したように、物理的セクター番号
と連係し、かつ物理的ＡＤＩＰ（ＡＤｒｅｓｓ　Ｉｎ　Ｐｒｅ－ｇｒｏｏｖｅ）アドレス
と連係するので、記録位置を探索するための参照情報として有用に使われる。
【００１２】
　これにより、ＢＤ－ＲＥレコーダのような光ディスク装置では、アドレスユニット番号
（ＡＵＮ）に連係する物理的セクター番号と物理的ＡＤＩＰアドレスを読み出して確認し
て、物理的クラスタ領域に記録されたビデオ及びオーディオのデータストリームを探して
読み出した後、ＭＰＥＧデコーディング動作を行って元のビデオ及びオーディオ信号とし
て再生して出力することができる。
【００１３】
　一方、最近ではＢＤ－ＲＥのような高密度再記録可能光ディスクに対応する高密度光デ
ィスク、例えばＢＤ－ＲＯＭの開発が予想されている。ＢＤ－ＲＯＭのような高密度光デ
ィスクは、データが不連続に記録される高密度再記録可能光ディスクとの再生互換性を維
持できなければならず、また不法複製を防止することができなければならないが、これに
対する効率的な解決策がまだ用意されていないのが実情である。



(5) JP 4805573 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は前記のような実情を勘案して創作されたものであって、データが不連続な記録
フォーマットで記録されるＢＤ－ＲＥのような高密度再記録可能光ディスクとの再生互換
性を維持すると共に、不法複製を防止することができるように、ビデオデータ及びオーデ
ィオデータを暗号化して記録及び再生するための高密度光ディスクと、その光ディスクへ
の暗号化記録方法及びその光ディスクから再生の方法を提供することが目的である。
【００１５】
　前記のような目的を達成するための本発明による高密度光ディスクは、データが記録さ
れるデータ記録領域にデータが不連続な記録フォーマットで記録されると共に、そのデー
タが暗号化して記録されていることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明による高密度光ディスクは、データが記録されるデータ記録領域にデータ
が不連続な記録フォーマットで記録されると共に、そのデータが、データ記録領域に記録
された同期データを基にして暗号化して記録されることを特徴とする。
【００１７】
　さらに、本発明による高密度光ディスクは、データが記録されるデータ記録領域にデー
タが不連続な記録フォーマットで記録されると共に、そのデータが、データ記録領域に記
録されたアドレスユニット番号を基にして暗号化して記録されることを特徴とする。
【００１８】
　さらに、本発明による高密度光ディスクは、データが記録されるデータ記録領域にデー
タが不連続な記録フォーマットで記録されると共に、そのデータが、データ記録領域に記
録されたディスク半径情報を基にして暗号化して記録されることを特徴とする。
【００１９】
　本発明による高密度光ディスクへの暗号化記録方法は、高密度光ディスクに記録された
同期データを基にして、データを暗号化する１段階と、その暗号化したデータを不連続な
記録フォーマットで記録する２段階とを含むことを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明による高密度光ディスクの暗号化記録方法は、高密度光ディスクに記録さ
れたアドレスユニット番号を基にして、データを暗号化する１段階と、その暗号化したデ
ータを不連続な記録フォーマットで記録する２段階とを含むことを特徴とする。
【００２１】
　さらに、本発明による高密度光ディスクの暗号化記録方法は、高密度光ディスクに記録
されたディスク半径情報を基にして、データを暗号化する１段階と、その暗号化したデー
タを不連続な記録フォーマットで記録する２段階とを含むことを特徴とする。
【００２２】
　本発明による高密度光ディスクからの暗号化データ再生方法は、高密度光ディスクに記
録された同期データを探索して読み出す１段階と、その読み出した同期データを基にして
、データを解読する２段階と、その解読したデータを元の信号にデコーディングして再生
信号処理する３段階とを含むことを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明による高密度光ディスクからの暗号化データ再生方法は、高密度光ディス
クに記録されたアドレスユニット番号を探索して読み出す１段階と、その読み出したアド
レスユニット番号を基にして、データを解読する２段階と、その解読したデータを元の信
号にデコーディングして再生信号処理する３段階とを含むことを特徴とする。
【００２４】
　さらに、本発明による高密度光ディスクからの暗号化データ再生方法は、高密度光ディ
スクに記録されたディスク半径情報を探索して読み出す１段階と、その読み出したディス
ク半径情報を基にして、データを解読する２段階と、その解読したデータを元の信号にデ
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コーディングして再生信号処理する３段階とを含むことを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明による高密度光ディスクと、その光ディスクへの暗号化記録方法及びその
光ディスクからの再生方法に対する望ましい実施形態に対して、添付した図面を参照しな
がら詳細に説明する。
【００２６】
　本発明による高密度再生専用光ディスク、例えばＢＤ－ＲＯＭには、図１ないし図６を
参照しながら前述した、動画像のビデオデータ及びオーディオデータが不連続的に記録さ
れるＢＤ－ＲＥ　１００のように、ランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域、物理的クラスタ（Ｃ
ｌｕｓｔｅｒ）領域、ランアウト（Ｒｕｎ－ｏｕｔ）領域、そして第３ガード（Ｇｕａｒ
ｄ_３）領域を含む記録ユニットブロック（ＲＵＢ）を少なくとも一つ含むように記録さ
れる。上記それぞれの領域の名前は他の名前に変更することができる。
【００２７】
　本発明の第１実施形態によるＢＤ－ＲＯＭ　２００のランイン領域は、図７に示したよ
うに、第１ガード（Ｇｕａｒｄ_１）領域とプリアンブル領域（ＰｒＡ）とから構成され
ている。プリアンブル領域には、２４ビットの同期ボディー（Ｓｙｎｃ　ｂｏｄｙ）と６
ビットの同期ＩＤ（Ｓｙｎｃ　ＩＤ）で構成された同期データが含まれる。プリアンブル
（ＰｒＡ）領域の同期データは、従来のＢＤ－ＲＥ　１００のプリアンブル領域の同期デ
ータとは異なった同期データである。
【００３０】
　すなわち、ＢＤ－ＲＯＭ　２００のプリアンブル領域またはポストアンブル領域に記録
される同期データを、ＢＤ－ＲＥ　１００のプリアンブル領域またはポストアンブル領域
に記録される同期データと相互に一致しないように記録する。
【００３１】
　前記のようにＢＤ－ＲＥ　１００の同期データとは相互に一致しない同期データが記録
されたＢＤ－ＲＯＭ　２００のクラスタ領域には、不法複製を防止するための暗号化した
Ａ／Ｖデータが記録される。例えば図９に示したように、ＢＤ－ＲＯＭ　２００のクラス
タ領域に暗号化したデータを記録する暗号化記録システム３００は、プリアンブル領域に
記録された第３同期データか、あるいは第３と第２同期データを利用して、Ａ／Ｖデータ
を暗号化した後、その暗号化したＡ／Ｖデータをクラスタ領域に記録する。
【００３２】
　一方、本発明の第２実施形態によるＢＤ－ＲＯＭ　２００の記録ユニットブロック（Ｒ
ＵＢ）内に含まれる物理的クラスタ領域には、前述したように、物理的セクター番号及び
物理的ＡＤＩＰアドレスと連係するアドレスユニット番号（ＡＵＮ）が記録されるが、こ
の時、そのアドレスユニット番号は、ＢＤ－ＲＥ　１００に記録されるアドレスユニット
番号と異なった値が記録される。
【００３３】
　例えば、ＢＤ－ＲＥ　１００に記録されるアドレスユニット番号を'ｋ～（ｋ＋ｎ）'の
値とすると、ＢＤ－ＲＯＭ　２００に記録されるアドレスユニット番号を、'（ｋ＋ｍ）
～（（ｋ＋ｎ）＋ｍ）'の値とする。
【００３４】
　すなわち、ＢＤ－ＲＥ　１００のアドレスユニット番号'ｋ～（ｋ＋ｎ）’を一定値（'
ｍ'）だけシフトさせて他の値になるように記録する。また、ＢＤ－ＲＥ　１００でのア
ドレスユニット番号'ｋ～（ｋ＋ｎ）'とは異なった'ｓ～（ｓ＋ｎ）'として記録すること
もできる。したがって、ＢＤ－ＲＯＭ　２００の物理的クラスタ領域に記録されるアドレ
スユニット番号は、ＢＤ－ＲＥ　１００の物理的クラスタ領域に記録されるアドレスユニ
ット番号とは相互に一致しないように異なって記録される。
【００３５】
　前記のようにＢＤ－ＲＥ　１００のアドレスユニット番号とは相互に一致しないアドレ
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スユニット番号が記録されたＢＤ－ＲＯＭ　２００のクラスタ領域に、不法複製を防止す
るための暗号化したＡ／Ｖデータが記録される。例えば図１０に示したように、ＢＤ－Ｒ
ＯＭ　２００の物理的クラスタ領域に暗号化したデータを記録するための暗号化記録シス
テム３００は、物理的クラスタ領域に記録されたアドレスユニット番号全部または一部を
利用して、Ａ／Ｖデータを暗号化した後、その暗号化したＡ／Ｖデータを物理的クラスタ
領域に記録する。
【００３６】
　一方、本発明の第３実施形態によるＢＤ－ＲＯＭ　２００の物理的クラスタ領域に記録
されるアドレスユニット（ＡＵ）には、ＢＤ－ＲＯＭ　２００の内周を基準にして現在位
置を検出するためのディスク半径情報が含まれている。例えば、このディスク半径情報は
、図１１に示したように、アドレスユニット内の５番目バイトに記録される。
【００３７】
　そして、ＢＤ－ＲＯＭ　２００のクラスタ領域には、不法複製を防止するための暗号化
したＡ／Ｖデータが記録される。例えば図１２に示したように、ＢＤ－ＲＯＭ　２００の
物理的クラスタ領域に暗号化したデータを記録するための暗号化記録システム３００は、
アドレスユニット内に記録されたディスク半径情報を利用して、Ａ／Ｖデータを暗号化し
た後、その暗号化したＡ／Ｖデータを物理的クラスタ領域に記録する。
【００３８】
　暗号化記録システム３００は、暗号化方式、インターリビング方式またはスクランブル
方式等のような通常の暗号化処理方式の任意の一つの暗号化方式を選択して用いることが
できる。
【００３９】
　したがって、前記のようにＢＤ－ＲＯＭに記録されるデータをＢＤ－ＲＥのように不連
続に記録すれば、ＢＤ－ＲＯＭプレーヤーのような光ディスク装置は、ＢＤ－ＲＥとの再
生互換性を維持させることができると共に、同期データ、アドレスユニット番号、ディス
ク半径情報を利用するか、それらを二つ以上組み合わせて利用する暗号化記録によってＢ
Ｄ－ＲＯＭが無断で不法複製されるのを防止することができる。
【００４０】
　図１３は、本発明の実施形態による暗号化データ再生方法を適用できる光ディスク装置
の構成を示したものである。本光ディスク装置、例えばＢＤ－ＲＯＭプレーヤーは、ＢＤ
－ＲＯＭ　１に不連続に記録され、かつ暗号化処理されて記録されたＡ／Ｖデータを読み
出すための光ピックアップ２とデータ読み出し部３を有し、さらに、読み出した暗号化処
理されたＡ／Ｖデータを、ＢＤ－ＲＯＭ　１に記録された同期データ、アドレスユニット
番号またはディスク半径情報を利用して解読し、解読したＡ／Ｖデータを元のビデオ及び
オーディオ信号にデコーディングし、再生信号処理動作を行う再生信号処理部４を有して
いる。
【００４１】
　さらに、再生信号処理動作を制御する制御部５と、再生信号処理動作に必要なデータを
一時的に格納するバッファー部６などをも含んでいる。
【００４２】
　図１４は本発明の第１実施形態による暗号化データ再生方法の動作フローチャートを示
したものである。
【００４３】
　制御部５は、図７ないし図９を参照しながら前述したように、暗号化処理されたＡ／Ｖ
データを不連続に記録したＢＤ－ＲＯＭ　１が挿入されると（Ｓ１０）、ＢＤ－ＲＯＭ　
１のリードイン領域を探索して確認し、その領域に記録された管理情報、すなわちＢＤ－
ＲＯＭ　１に記録されたデータを再生制御するための管理情報を読み出して、内部メモリ
ー（図示せず）に格納する（Ｓ１１）。
【００４４】
　その後、制御部５は、ユーザーから再生動作が要求されると（Ｓ１２）、光ピックアッ
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プ２をＡ／Ｖデータのようなリアルタイムデータの記録開始地点に移動させて、その地点
に記録されたデータから読み出して再生する一連の再生動作を行わせる（Ｓ１３）。
【００４５】
　その再生動作途中、図７を参照しながら前述した記録ユニットブロック（ＲＵＢ）内の
ランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域を再生する場合、そのランイン領域内のプリアンブル（Ｐ
ｒＡ）領域に記録された同期データ、すなわち、ＢＤ－ＲＥとは異なるように記録された
第３同期データ（Ｓｙｎｃ_３）及び／または第２同期データ（Ｓｙｎｃ_２）を探索して
読み出す（Ｓ１５）。
【００４６】
　リアルタイムデータ、すなわちランイン領域に続いて割り当てられるクラスタ領域に暗
号化して記録されたＡ／Ｖデータを、その読み出した同期データを利用して元のＡ／Ｖデ
ータに解読する（Ｓ１６）。解読処理動作は、暗号化処理動作に使われた暗号化方式、イ
ンターリビング方式またはスクランブル方式などに対応する解読処理方式を用いる。
【００４７】
　そして、制御部５は、再生信号処理部４を動作制御して、前記のように解読処理された
元のＡ／ＶデータをＭＰＥＧデコーディング動作を介してビデオ及びオーディオ信号とし
て再生出力する一連の再生信号処理動作を実施させる（Ｓ１７）。ユーザーのキー入力に
よって再生終了が要求されると（Ｓ１８）、その再生動作を中止させる。
【００４８】
　一方、図１５は本発明の第２実施形態による暗号化データ再生方法に対する動作フロー
チャートを示したものである。
【００４９】
　制御部５は、図１０を参照しながら前述したように、暗号化処理されたＡ／Ｖデータを
不連続に記録したＢＤ－ＲＯＭ　１が挿入されると（Ｓ２０）、ＢＤ－ＲＯＭ　１のリー
ドイン領域を確認して、その領域に記録された管理情報、すなわちＢＤ－ＲＯＭ　１に記
録されたデータを再生制御するための管理情報を読み出して、内部メモリー（図示せず）
に格納する（Ｓ２１）。
【００５０】
　その後、制御部５は、ユーザーから再生動作が要求されると（Ｓ２２）、光ピックアッ
プ２をＡ／Ｖデータのようなリアルタイムデータの記録開始地点に移動させて、その地点
に記録されたデータから読み出して再生する一連の再生動作を実行させる（Ｓ２３）。
【００５１】
　前記のような再生動作中、図１０を参照しながら前述した記録ユニットブロック（ＲＵ
Ｂ）内の物理的クラスタ領域を再生する場合、その物理的クラスタ領域内のアドレスユニ
ットに含めて記録されたアドレスユニット番号（ＡＵＮ）、すなわちＢＤ－ＲＥとは異な
るように記録されたアドレスユニット番号を探索して読み出す（Ｓ２５）。
【００５２】
　その読み出したアドレスユニット番号の全部または一部を利用して、リアルタイムデー
タすなわち、ランイン領域に続く物理的クラスタ領域に暗号化された記録されたＡ／Ｖデ
ータを元のＡ／Ｖデータに解読する（Ｓ２６）。その解読処理動作は、暗号化処理動作に
使われた暗号化方式、インターリビング方式またはスクランブル方式などに対応する解読
処理方式を用いる。
【００５３】
　制御部５は、再生信号処理部４を動作制御して、前記のように解読処理された元のＡ／
ＶデータをＭＰＥＧデコーディング動作を介してビデオ及びオーディオ信号として再生出
力する一連の再生信号処理動作を行わせ（Ｓ２７）、ユーザーのキー入力によって再生終
了が要求されると（Ｓ２８）、その再生動作を中止させる。
【００５４】
　図１６は本発明の第３実施形態による暗号化データ再生方法に対する動作フローチャー
トを示したものである。
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【００５５】
　制御部５は、図１１と図１２を参照しながら前述したように、暗号化処理されたＡ／Ｖ
データを不連続に記録したＢＤ－ＲＯＭ　１が挿入されると（Ｓ３０）、ＢＤ－ＲＯＭ　
１のリードイン領域を探索し、確認して、その領域に記録された管理情報、すなわちＢＤ
－ＲＯＭ　１に記録されたデータを再生制御するための管理情報を読み出して、内部メモ
リー（図示せず）に格納する（Ｓ３１）。
【００５６】
　その後、制御部５は、ユーザーから再生動作が要求されると（Ｓ１２）、光ピックアッ
プ２をＡ／Ｖデータのようなリアルタイムデータが記録され始めた地点に移動させて、そ
の地点に記録されたデータから読み出して再生する一連の再生動作を実行させる（Ｓ３３
）。
【００５７】
　この再生動作途中、物理的クラスタ領域を再生するとき、その物理的クラスタ領域に記
録されたアドレスユニット内のディスク半径情報を読み出す（Ｓ３５）。
【００５８】
　その読み出したディスク半径情報を利用して、リアルタイムデータすなわち、Ａ／Ｖデ
ータを解読する（Ｓ３６）。その解読処理動作は、暗号化処理動作に使われた暗号化方式
、インターリビング方式またはスクランブル方式などに対応する非暗号化処理方式を用い
る。
【００５９】
　さらに、制御部５は、再生信号処理部４を動作制御して、解読処理された元のＡ／Ｖデ
ータをＭＰＥＧデコーディング動作を介してビデオ及びオーディオ信号として再生出力す
る一連の再生信号処理動作を実行させる（Ｓ３７）。ユーザーのキー入力によって再生終
了が要求されると（Ｓ３８）、再生動作を中止させる。
【００６０】
　制御部５は、同期データ、アドレスユニット番号、ディスク半径情報を探索して読み出
した後、二つ以上を組み合わせて解読処理動作を行うことができる。
【００６１】
　このようにＢＤ－ＲＯＭの記録ユニットブロック内のランイン領域に記録された同期デ
ータを利用したり、物理的クラスタ領域に記録されたアドレスユニット番号を利用したり
、物理的クラスタ領域に記録されたディスク半径情報を利用して、暗号化したデータを解
読し、かつ再生信号処理することによって、ＢＤ－ＲＥレコーダのような光ディスク装置
を具備したユーザーが、ＢＤ－ＲＯＭに記録されたデータをＢＤ－ＲＥに不法複製して無
断で再生するのを防止することができる。
【００６２】
　前記のように同期データ、アドレスユニット番号またはディスク半径情報を利用した暗
号化及び解読処理方法を、ＢＤ－ＲＥ等のような再記録可能光ディスクにも拡大適用する
ことができる。
【００６３】
　また、同期データまたはアドレスユニット番号の配列を本発明の実施形態のようにＢＤ
－ＲＥと異なるように変更しないで、既存のＢＤ－ＲＥの配列順序を基準にしてそれらの
データを利用して暗号化及び解読処理することも可能である。
【００６４】
　本発明による高密度光ディスクと、その光ディスクへの暗号化記録及びディスクからの
再生方法は、ＢＤ－ＲＯＭプレーヤー等のような光ディスク装置で、ＢＤ－ＲＥのような
再記録可能光ディスクとの再生互換性を維持させることができると共に、ＢＤ－ＲＥレコ
ーダ等のような光ディスク装置を具備したユーザーが、高密度光ディスクに記録されたデ
ータを不法複製して無断で再生するのを事前に防止することができ、非常に有用な発明で
ある。
【００６５】



(10) JP 4805573 B2 2011.11.2

10

20

30

40

　以上、前述した本発明の望ましい実施形態は、例示の目的のために開示されたものであ
って、ＢＤ－ＲＯＭ以外のまた他の高密度再生専用光ディスクに適用することができ、当
業者ならば添付された特許請求範囲に開示された本発明の技術的思想とその技術的範囲内
で、多様な他の実施形態を改良、変更、代替または付加などが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の記録ユニットブロック（ＲＵ
Ｂ）を示したものである。
【図２】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の記録ユニットブロック（ＲＵ
Ｂ）に含まれるランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域の構成を示したものである。
【図３】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の記録ユニットブロック（ＲＵ
Ｂ）に含まれるランアウト（Ｒｕｎ－ｏｕｔ）領域の構成を示したものである。
【図４】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の物理的クラスタ（Ｃｌｕｓｔ
ｅｒ）に記録されるアドレスユニット番号（ＡＵＮ）とデータストリームを示したもので
ある。
【図５】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＷＥ）の物理的クラスタ（Ｃｌｕｓ
ｔｅｒ）に記録されるアドレスユニット（ＡＵ）を示したものである。
【図６】再記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＥ）の物理的セクター番号とアドレ
スユニット番号、そして物理的ＡＤＩＰアドレス間の連係状態を示したものである。
【図７】本発明の第１実施形態による再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）の記
録ユニットブロック（ＲＵＢ）に含まれるランイン（Ｒｕｎ－ｉｎ）領域の構成を示した
ものである。
【図８】本発明の第１実施形態による再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）の記
録ユニットブロック（ＲＵＢ）に含まれるランアウト（Ｒｕｎ－ｏｕｔ）領域の構成を示
したものである。
【図９】本発明の第１実施形態による暗号化記録方法が適用される暗号化記録システムと
再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）を概念的に連係させて示したものである。
【図１０】本発明の第２実施形態による暗号化記録方法が適用される暗号化記録システム
と再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）を概念的に連係させて示したものである
。
【図１１】本発明の第３実施形態による再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）の
アドレスユニット（ＡＵ）にディスク半径情報が含まれて記録された状態を示したもので
ある。
【図１２】本発明の第３実施形態による暗号化記録方法が適用される暗号化記録システム
と再生専用ブルーレイディスク（ＢＤ－ＲＯＭ）を概念的に連係させて示したものである
。
【図１３】本発明の実施形態による暗号化データ再生方法が適用される光ディスク装置の
構成を示したものである
【図１４】本発明の第１実施形態による暗号化データ再生方法に対する動作フローチャー
トを示したものである。
【図１５】本発明の第２実施形態による暗号化データ再生方法に対する動作フローチャー
トを示したものである。
【図１６】本発明の第３実施形態による暗号化データ再生方法に対する動作フローチャー
トを示したものである。
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